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せ き か わ 文 芸

川
　
　
柳

俳
　
　
句

行
水
の
昔
を
忍
び
て
思
え
出
す
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
五
郎
平

あ
つ
い
夏
あ
っ
と
言
ふ
ま
に
秋
が
来
る
　
　
　
　
　
（
鮖
　
谷
）

オ
ー
ナ
ー
が
た
か
が
選
手
に
脱
帽
し
　
　
　
　
　
　
松
田
　
栄
一

お
遍
路
さ
ん
菅
氏
の
あ
と
に
ニ
セ
が
増
え
　
　
　
　
（
下
　
関
）

兄
弟
で
一
億
円
を
も
て
あ
ま
し

感
謝
祭
秋
の
味
覚
を
テ
ン
コ
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
喜
代
治

傘
寿
す
ぎ
悠
悠
自
適
ま
ま
な
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
（
下
　
関
）

ア
ル
バ
ム
に
俺
れ
の
半
生
残
っ
て
た

吾
を
見
詰
む
眼
の
美
し
き
少
年
の
真
幸
く
あ
れ
と
両

頬
を
撫
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

膝
に
載
せ
御
膳
を
拭
う
亡
き
母
の
姿
が
浮
ぶ
厨
の
隅

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

迎
え
火
に
幼
は
真
似
て
手
を
合
わ
す
微
笑
む
ご
と
く

炎
は
揺
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

ス
タ
ン
ド
を
引
き
寄
せ
夜
な
べ
つ
ゞ
け
を
り
　
　
　
斎
藤
　
福
一

秋
風
や
人
又
逝
き
し
掲
示
板
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
品
川
区
）

《今月のご紹介》

菅 加津子さん

（小和田）

〔 〕

� 鯖を３枚おろしにして食べやすい大きさに切る。

� 片栗粉を付けて油でカラッと揚げる。

� しょうゆ、砂糖、酢をなべに入れて、沸騰したら玉ねぎ

のうす切り、七味とうがらしを入れる。

� 揚げた鯖に�のタレとからめて、深めの皿に盛り付ける。

� きゅうりのせん切り、みかんの缶詰（汁ごと）、ミニト

マトで飾りつける。

＊鯖でなくても、アジ、手羽肉、肉だんご等でも良い。

材 料 （５人分）

作り方

鯖のたんぱく質と、酢のアミノ酸の効果で
栄養バランスもよく、サッパリしておいしく
いただけると思います。

鯖 の マ リ ネ

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード �

１８広報せきかわ　2004・11月号

・酢 120cc

・砂糖 70ｇ

・七味とうがらし 少々

・片栗粉 適量

・揚げ油 適量

・鯖 大１尾

・玉ねぎ 大１個

・キュウリ １本

・ミニトマト ５個

・みかんの缶詰 １缶

・しょうゆ 120cc

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

短
　
　
歌

秋
日
和
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て
亡
き
夫
の
墓
地
行
く
　
　
久
保
田
秀
子

道
に
と
ん
ぼ
飛
び
交
う
　
　
　
　
　
　
　
　（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。
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執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

退
院
も
近
い
ら
し
い
ぞ
飯
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

九
条
の
主
張
に
平
和
玩
味
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
喜
代
治

花
咲
か
す
退
屈
同
士
政
治
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

ま
づ
母
の
主
張
聞
い
て
る
里
帰
り
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

ス
ー
プ
冷
め
ぬ
距
離
と
言
わ
れ
て
嫁
が
く
る
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

朝
露
の
野
菜
が
届
く
垣
根
越
し
　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

な
す
び
漬
色
よ
く
な
れ
と
嫁
揉
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

腰
曲
げ
て
ボ
ー
ル
追
い
掛
く
運
動
会
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
ヨ
シ

亡
き
母
の
齢
と
な
り
て
草
む
し
る
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

露
天
風
呂
は
ら
り
と
紅
葉
湯
を
浴
び
き
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

柿
の
実
の
色
付
く
日
和
授
か
り
て
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

風
と
来
て
風
と
ま
た
行
く
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

仏
前
の
香
煙
揺
ら
ぐ
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

吹
く
風
に
破
れ
芭
蕉
が
季
を
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

せ き か わ 文 芸

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
主
張
」・「
近
い
」・「
雑
詠
」

関

川

俳

句

の

会

作

品

伊 藤 貞 次

広報せきかわ　2004・11月号１９

広
島
市
長
を
務
め
た
伊
藤
貞
次

て
い

じ

は

孫
と
し
て
出
生
。
初
代
半
十
郎
は

寛
文
四
年
に
没
し
、
子
孫
は
代
々

半
十
郎
を
襲
名
、
屋
敷
は
又
兵
衛

の
下
隣
り
に
あ
っ
て
屋
号
は
カ
ッ

パ
屋
を
称
し
各
種
商
品
の
問
屋
を

営
み
、
繁
昌
し
て
い
た
。

九
代
半
十
郎
の
三
男
東
蔵
は
明

治
二
十
五
年
、
若
く
し
て
信
州
で

病
死
し
た
。
子
供
の
貞
次
と
妹
は

母
親
に
伴
わ
れ
て
、
母
親
の
実
家

（
現
、
上
関
渡
辺
貞
祐
家
）
に
帰

り
、
養
育
さ
れ
た
。

貞
次
は
十
七
歳
で
青
雲
の
志
を

抱
い
て
上
京
、
苦
学
し
て
早
稲
田

大
学
専
門
部
法
律
科
を
卒
業
し
た
。

大
学
卒
業
後
官
吏
と
な
り
、
富

山
県
勧
業
課
長
、
宮
城
県
勧
業
課

長
、
山
形
県
商
工
課
長
兼
林
務
課

長
を
経
て
北
海
道
総
務
部
長
を
つ

と
め
た
。

大
正
十
五
年
広
島
市
助
役
に
就

任
。
こ
の
時
、
新
潟
市
長
の
話
も

あ
っ
た
が
「
故
郷
へ
錦

を
飾
る
の
も
よ
い
が
、

大
き
な
都
市
の
助
役
に

魅
力
が
あ
る
」
と
広
島

行
き
を
選
ん
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
昭
和
五
年

五
月
十
六
日
、
第
十
五

代
広
島
市
長
に
就
任
。

軍
都
広
島
市
の
発
展
に

尽
力
し
、
昭
和
九
年
五

月
十
五
日
、
任
期
満
了

で
退
職
し
た
。
な
お
、
退
職
記
念

に
市
か
ら
贈
ら
れ
た
壷
が
渡
辺
貞

祐
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

市
長
を
辞
め
て
か
ら
大
連
へ
渡

り
、
六
年
ほ
ど
滞
在
し
て
東
京
武

蔵
野
の
吉
祥
寺
北
町
へ
落
ち
着
い

た
。昭

和
十
八
年
九
月
十
五
日
、
脳

出
血
の
た
め
六
十
六
歳
で
没
し
た
。

西
武
新
宿
線
沼
袋
駅
の
近
く
に
あ

る
真
言
宗
秘
蔵
院
に
眠
っ
て
い
る
。

読
書
家
で
読
む
の
が
大
変
早
く
、

博
学
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

キ
ン
グ
と
い
う
雑
誌
の
「
郷
里
の

偉
人
」
欄
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

「
関
谷
村
は
人
情
味
が
あ
り
住
み
よ

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
他
人

の
こ
と
を
と
や
か
く
云
う
こ
と
を

改
め
な
け
れ
ば
発
展
し
な
い
だ
ろ

う
」
と
述
べ
て
い
る
。

貞
次
の
ひ
孫
に
キ
ャ
ン
デ
ー
ズ

の
人
気
歌
手
、
伊
藤
蘭
が
い
る
。

現
在
は
女
優
と
し
て
活
躍
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
こ

こ
ろ
」
に
出
演
、
う
な
ぎ
屋
の
お

か
み
を
演
じ
た
。

・
伊
藤
家
の
系
図

初
代

九
代

十
代

半
十
郎

十
三
代

半
十
郎

伊
藤
半
十
郎
…
半
十
郎
―（
健
五
郎
）…（
薫
司
・
北
海
道
）

三
男東

蔵
―
貞
次
―
太
郎
―
英
邦

路
似

蘭
（
東
京
）

・
参
考
文
献

中
国
新
聞
夕
刊
（
昭
和
五
四
・
三
・
二
〇
）

広
島
市
長
を
務
め
た
伊
藤
貞
次

は
明
治
十
一
年
一
月
十
七
日
関
谷

村
下
関
の
第
九
代
伊
藤
半
十
郎
の




